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《
議
案
一
覧
》

50　

平
成
20
年
度
飯
山
市
一
般
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
《
総
務
・
産
建
・
社
文
》

51　

平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　
　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

52　

飯
山
市
情
報
通
信
施
設
条
例
の
一

　
　

部
を
改
正
す
る
条
例 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
総
務
》

53　

飯
山
市
福
祉
医
療
費
特
別
給
付

　
　

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

54　

飯
山
市
介
護
セ
ン
タ
ー
条
例

　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

55　

飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

 

　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

56　

飯
山
市
簡
易
水
道
等
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
条
例 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
産
建
》

57　

飯
山
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任

      

免
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

      

部
を
改
正
す
る
条
例 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
総
務
》

58　

飯
山
市
非
常
勤
消
防
団
員
の
退

　
　

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条

      

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

                               

《
総
務
》

59　

飯
山
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

　
　

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　

例 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
総
務
》

60　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

 

　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

61　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

 

　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

62　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）】

　
　
　
　
　
《
総
務
・
産
建
・
社
文
》

63　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山
市

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
産
建
》

64　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

65　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山
市

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
７
号)

】

 

　
　
　
　
　
　
　
《
産
建
》

66　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山
市

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）】

 

　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

67　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山
市

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
３
号)

】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
総
務
》

68　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山
市

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）】

 

　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

69　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山

市
簡
易
水
道
等
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
産
建
》

70　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山

市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

71　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山

市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
産
建
》

72　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

73　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山

市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）】

 

　
　
　
　
　
　
　
《
総
務
》

74　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
平
成
19
年
度
飯
山

市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
産
建
》

75　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
飯
山
市
手
数
料
徴

収
条
例
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

 

　
　
　
　
　
　
　
《
社
文
》

76　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
飯
山
市
税
条
例
一

部
を
改
正
す
る
条
例
】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
総
務
》

長
野
県
知
事
へ

要
望
書
を
提
出

　
委
員
会
審
査

　

総
務
委
員
会

　
６
月
19
日
、
20
日
に
お
い
て
、
各

委
員
会
に
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

社
会
文
教
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案
は
、
条
例
１
件
、
補
正
予
算

１
件
、
専
決
処
分
６
件
、
陳
情
１
件
で
、

６
月
19
日
、20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
簡
易
水
道
等
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
飯
山
市
下
境
飲

料
水
供
給
施
設
が
市
の
統
合
簡
水
に

加
入
す
る
た
め
条
例
改
正
で
あ
り
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て
は
、
経
済
部
関

係
で
は
農
水
省
の
産
地
生
産
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ

と
、
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
連
予
算
、
企
業
誘
致
対
策
事

業
に
つ
い
て
、
ま
た
、
建
設
水
道
部
関

係
で
は
、
融
雪
に
伴
う
市
内
16
ヶ
所
土

木
施
設
災
害
の
復
旧
に
か
か
る
土
木
施

設
市
単
災
害
復
旧
事
業
等
の
説
明
を

受
け
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
専
決
処
分
事
項
関
係

の
６
件
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
を
受

け
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施

策
の
積
極
的
な
展
開
を
求
め
る
陳
情
に

つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

千
曲
川
の
治
水
・
利
水
に
つ
い
て

【
質
問
】
千
曲
川
の
河
川
整
備
基
本
方

針
・
基
本
計
画
に
つ
い
て
進
捗
状
況
の

詳
細
と
、
基
本
高
水
・
計
画
高
水
流
量

に
つ
い
て
河
川
審
議
会
の
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
飯
山
市
の

見
解
を
確
認
し
た
い
。

【
部
長
】
基
本
方
針
は
６
月
11
日
付
で

告
示
さ
れ
た
が
、
基
本
高
水
流
量
に
つ

い
て
は
過
去
の
洪
水
を
含
め
た
最
近
の

デ
ー
タ
ー
を
基
に
、
立
ヶ
花
地
点
で
毎

秒
９
千
㎥
で
現
在
と
同
じ
。
今
後
、
信

濃
川
水
系
河
川
基
本
方
針
策
定
後
整

備
計
画
が
出
来
る
が
、
判
り
次
第
報
告

す
る
。

　　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
取
扱
い

に
つ
い
て

【
質
問
】
人
形
館
建
設
に
つ
い
て
、
建

設
委
員
会
会
議
内
容
と
新
聞
報
道
に

よ
る
記
者
会
見
の
内
容
に
相
違
が
見
ら

れ
る
。
庁
内
検
討
前
に
充
分
に
市
民
の

意
見
を
聞
い
た
上
で
、
市
民
に
愛
さ
れ

誇
り
に
思
わ
れ
、
共
有
で
き
る
建
設
手

順
を
取
る
よ
う
再
度
提
言
す
る
。

【
市
長
】
意
思
の
疎
通
を
図
り
、
規
模・

展
示
方
法
、
市
民
の
研
修
の
場
作
り

等
々
検
討
し
な
が
ら
、
市
民
総
意
の
建

設
を
進
め
た
い
。

【
部
長
】
各
団
体
か
ら
代
表
の
建
設
委

員
で
あ
る
の
で
、
意
見
を
取
り
入
れ
て

建
設
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　

県
の
組
織
改
革
の
一
環
と
し
て
現
地

機
関
の
見
直
し
等
が
、
長
野
県
行
政
機

構
審
議
会
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
去
る
７
月
14
日
に
、

岳
北
地
域
の
１
市
３
村
の
首
長
、
議
長

が
長
野
県
庁
を
訪
問
し
、
村
井
県
知
事

に
各
市
村
議
会
の
議
員
全
員
の
署
名
を

付
し
た
要
望
書
を
、
提
出
し
ま
し
た
。

 

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
は
、
平
成
20
年
度
飯
山
市
一
般
会
計

補
正
予
算
の
関
係
部
分
を
は
じ
め
、
条

例
案
４
件
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
４
件
の
計
９
議
案
で

６
月
20
日
に
開
催
し
慎
重
に
審
議
し
ま

し
た
。

消
防
団
員
関
係
の
３
議
案
は
、
任
免
、

退
職
報
償
金
、
公
務
災
害
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
案
で
あ
り
全
員
一
致
で

可
決
す
る
べ
き
と
決
し
ま
し
た
が
、
消

防
団
員
の
定
数
が
恒
常
的
に
欠
員
に

な
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

 

専
決
処
分
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

の
「
19
年
一
般
会
計
補
正
予
算
」
の
関

係
部
分
に
お
い
も
、
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

 

な
お
、
審
査
の
中
で
は
、
悠
久
の
ふ
る

さ
と
支
援
金
事
業
の
採
択
基
準
、
公
用

車
の
安
全
運
転
管
理
な
ど
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　要　　　望　　　書（要旨）

　岳北地域は、平成２６年度末に予定されている北陸新幹線駅の開業が、
地域の観光や物流など経済活性化の柱として期待されており、その実現
のためには、新幹線駅を中心とした広域を結ぶアクセス道路の計画・整
備やその後の維持管理が重要となっています。また、千曲川の県内最下
流に位置する地理的条件から、台風などの豪雨により度重なる水害を引
き起こしており、未だ無堤防地区の解消や浚渫など多くの課題が山積し
ていること、管内のすべての市村が特別豪雪地域であり、冬期間は降雪
に対する交通確保のため除雪車の迅速な稼働のほか、融雪・雪崩災害の
発生など他の地域に無い特有の事情を抱えております。　
　こうした事情を考慮されたうえで、県の現地機関は、現在地に配置され、
過疎・高齢化の問題を抱える地域住民の安心の砦となっております。
　貴職におかれましては、どうか岳北地域の実情をご賢察いただき、現
在の飯山建設事務所をはじめ現地機関について機能が後退することの無
いよう特段のご配慮を賜りたく要望いたします。

　　　　平成２０年７月１４日 知事応接室にて

　

社
会
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案
は
、
補
正
予
算
２
件
、
条
例

３
件
、
事
件
２
件
、
専
決
処
分
７
件
で
、

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
補
正
予
算
で
は
、
五
郷
研

修
館
の
利
用
性
に
つ
い
て
、
中
国
残
留

邦
人
等
の
支
援
給
付
制
度
の
新
設
に
関

す
る
予
算
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
説
明

を
受
け
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、
全
員

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金

条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
中
国
残
留
邦

人
は
補
正
予
算
で
説
明
を
受
け
た
新
制

度
に
よ
り
同
等
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る

た
め
、
支
給
対
象
か
ら
除
く
旨
の
説
明

が
あ
り
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

飯
山
市
介
護
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び
飯

山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
は
、
駅
周
辺

の
区
画
整
理
に
よ
り
、
須
田
峰
に
新
設

さ
れ
る
飯
山
市
須
田
峰
介
護
セ
ン
タ
ー

と
本
町
に
移
転
す
る
飯
山
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
件
案
２
件
は
、
前
条
例
の
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
を
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　
　
い
て

　
　

市
村　
明
彦　

氏

　
　

久
保
田
龍
之　

氏

　
　

佐
々
木
建
昭　

氏

　
　
小
林　

和
子　

氏

　

全
会
一
致
で
適
任
と
認
め
る
こ
と
と

　

決
し
ま
し
た
。

  

《
諮
問
》

平成 20 年度北信州植樹祭（栄村にて）


